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北
海
道
自
衛
隊
駐
屯
地
等

連
絡
協
議
会
（
駐
連
協
、
会

長
・
山
口
幸
太
郎
千
歳
市

長
）
は
７
月
16
日
、「
北
海

道
に
お
け
る
自
衛
隊
の
体
制

強
化
を
求
め
る
総
決
起
大
会

２
０
２
２
」
を
北
ガ
ス
文
化

ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
自
治
体
の
首
長
や
議

会
議
員
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
ら
約

６
３
０
人
が
全
道
各
地
か
ら

集
合
。
元
防
衛
大
臣
の
小
野

寺
五
典
衆
議
院
議
員

（
写
真
下
）
に
よ
る
講

演
や
、
国
会
議
員
へ

の
要
望
書
の
手
交
を

見
届
け
、
体
制
強
化

の
働
き
か
け
に
気
勢

を
上
げ
ま
し
た
。

　
総
決
起
大
会
は
、
千

歳
機
甲
太
鼓
の
力
強

い
演
奏
で
幕
開
け
。
関
係
者

４
人
が
壇
上
で
挨
拶
し
、
政

府
が
今
年
12
月
を
目
途
に
防

衛
３
文
書
（
国
家
安
全
保
障

戦
略
、
防
衛
計
画
の
大
綱
、

中
期
防
衛
力
整
備
計
画
）
の

改
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
「
き
わ
め
て

重
要
な
年
」
と
力
を
込
め
ま

し
た
。
山
口
会
長
が
「
駐
連

協
の
力
で
体
制
強
化
の
働
き

か
け
を
続
け
た
い
」
と
協

力
を
求
め
る
と
、
顧
問
を
務

め
る
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事

は
「
道
民
の
安
心
安
全
の
た

め
、
国
に
対
し
て
引
き
続
き

強
く
要
望
し
ま
す
。
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
を
受
け
ま
し
た
。

　
小
野
寺
氏
は
「
わ
が
国
の

防
衛
と
安
全
保
障
」
と
題
し

た
講
演
で
「
戦
争
を
起
こ
さ

な
い
こ
と
が
最
も
大
切
」
と

ア
ピ
ー
ル
。「
外
交
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
戦
争
も
あ
り

ま
す
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
よ
う
に
、

力
の
差
に
つ
け
こ
ま
れ
て
一

方
的
に
攻
め
込
ま
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
国
際
社
会
の

安
全
保
障
に
協
力
し
て
同
盟

関
係
を
強
化
し
、
抑
止
力
を

高
め
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
北
海
道
議
会
防

衛
議
員
連
盟
の
遠
藤
連
会
長

が
体
制
強
化
を
要
望
す
る
決

議
案
を
読
み
上
げ
、
会
場
の

拍
手
を
も
っ
て
採
択
。
山
口

会
長
が
、
要
望
書
を
小
野
寺

氏
に
手
渡
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
参
加
者
全
員
が
「
が
ん

ば
ろ
う
」
コ
ー
ル
で
一
致
団

結
。
副
会
長
の
原
田
裕
恵
庭

市
長
に
よ
る
か
け
声
に
合
わ

せ
、
力
強
く
拳
を
突
き
上
げ

ま
し
た
。

　
　
　

   （
編
集
部　
木
山
）

　
「
第
16
回
図
書
館
ま
つ

り
」
が
さ
き
ご
ろ
、
千

歳
市
立
図
書
館
（
真
町

２
１
９
６
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
２
年
ぶ
り

の
ま
つ
り
に
は
、
多
く
の

市
民
が
来
場
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
お
ば
け
を
描
い
て
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
掲
示
す
る

「
集
ま
れ
！
お
ば
け
大
集

合
」
の
ほ
か
、
例
年
好
評

の
合
同
お
は
な
し
会

（
写
真
下
）
や
折
り

紙
教
室
、
図
書
館
が

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

に
変
身
す
る
初
め
て

の
夜
の
音
楽
会
な
ど
、

全
館
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
た
く
さ
ん
の
催

し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

１
階
で
は
、
館
内

に
隠
れ
て
い
る
お
ば

け
を
探
す
子
ど
も
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

音
楽
や
折
り
紙
に
ま
つ
わ
る

書
籍
の
展
示
な
ど
を
実
施
。

２
階
会
議
室
で
は
、
千
歳
市

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
協
力

の
も
と
、
勾
玉
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
初
開
催
。
滑

石
を
磨
い
て
紐
を
通
す
「
勾

玉
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
を
制
作

し
、
縄
文
文
化
に
親
し
み
ま

し
た
。

　
閉
館
時
間
の
夜
19
時
、
１

階
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
で
行
わ
れ

た
音
楽
会
で
は
、
吹
き
抜
け

を
彩
る
巨
大
な
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
作
品
に
照
明
を
当
て
た

幻
想
的
な
ス
テ
ー
ジ
を
設

営
。
ピ
ア
ノ
の
原
型
と
言
わ

れ
る
「
ハ
ン
マ
ー
ダ
ル
シ
マ

ー
」
奏
者
の
小
松
崎
健
さ
ん

（
写
真
上
右
）
と
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
奏
者
の
濱
田
隆
史

さ
ん
（
写
真
上
左
）
に
よ
る

デ
ュ
オ
「
運
河
の
カ
モ
メ
」

が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
民
謡

な
ど
全
14
曲
を
演
奏
し
ま
し

た
。

　
音
楽
会
を
企
画
し
た
中
川

伸
明
館
長
は
「
濁
り
が
な

く
、
楽
器
本
来
の
音
色
が
醸

し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と

同
館
の
音
響
に
感
激
。「
青

葉
公
園
に
立
地
す
る
当
館
の

夜
は
、
市
街
地
に
は
な
い
静

か
な
時
間
が
流
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
映
画
の
上
映
会

な
ど
空
間
を
生
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

写
真
提
供
／
千
歳
市
立
図
書

館
、
Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｎ
ｅ
k
ｏ

（
編
集
部　
木
山
）

　
千
歳
の
夏
の
風
物
詩
「
ち

と
せ
川
ビ
ー
ル
祭
り
」
が
７

月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
、

千
歳
市
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
お

ま
つ
り
広
場
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
千
歳

商
工
会
議
所（
入
口
博
美
会

頭
）。
３
年
ぶ
り
と
な
る
祭

り
は
、
出
入
口
を
１
カ
所
に

限
定
し
、
体
温
測
定
や
入
場

者
数
を
制
限
す
る
な
ど
感

染
対
策
を
実
施
。
会
場
内
で

は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
７
台
と

屋
台
７
店
が
出
店
し
、
晴
天

の
祭
り
日
和
の
も
と
野
外
で

飲
食
を
楽
し
む
多
く
の
市
民

で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
空
と

清
流
の
ま
ち
千
歳
の
夏
を
謳

歌（
お
う
か
）
す
る
と
と
も

に
、
地
元
の
消
費
を
促
進
す

る
中
心
街
活
性
化
策
と
し
て

実
施
さ
れ
、
今
年
で
８
回
目

の
開
催
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

千
歳
商
工
会
議
所
の
入
口

会
頭（
写
真
上
左
か
ら
２
人

目
）が
「
い
ろ
い
ろ
な
制
約

の
中
で
の
開
催
で
は
あ
り
ま

す
が
、
楽
し
く
２
日
間
を
過

ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

主
催
者
挨
拶
。
梅
尾
要
一
道

議
、
山
崎
昌
則
千
歳
市
議
会

議
長
ら
来
賓
と
と
も
に
乾
杯

の
音
頭
を
取
り
、
祭
り
の
ス

タ
ー
ト
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
歌
謡
シ

ョ
ー
で
は
北
見
出
身
の
演
歌

歌
手
、
川
嶋
ま
り
さ
ん（
写

真
左
）が
登
場
。デ
ビ
ュ
ー
曲

「
流
氷
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
」

「
こ
こ
が
ふ
る
里
」
ほ
か
を

披
露
し
、
会
場
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
編
集
部　
葉
多
埜
）

自衛隊体制強化を要望
駐連協が総決起大会

２年ぶり 第16回図書館まつり

中
心
街
に
賑
わ
い
と
活
気
を
創
出

第
８
回 

ち
と
せ
川
ビ
ー
ル
祭
り


